
鳥取県環境基本計画について

１ 概 要

・鳥取県環境基本計画（以下「基本計画」という。）は、「鳥取県環境の保全及び創造に関する

基本条例」第９条に基づく本県環境行政の中長期的な「目標」、「施策の方向性」を示す最上

位の計画であり、基本条例第 3条の理念を根本的な考え方として構成。

基本理念（基本条例第 3条より抜粋）

１ 県民が健全で恵み豊かな環境の恵沢を亨受し、この環境を将来の世代に継承していくことを目的とする。

２ 人と自然とが共生し、持続的な発展が可能な社会が実現されるように、環境を保全する行動及びより快適な環

境を創造する行動が全ての者の公平な役割分担の下に自主的且つ積極的に行われなければならない。

３ 地球環境保全は、地域における事業活動及び日常生活が地球環境に影響を及ぼしていることに鑑み、全て

の者の事業活動及び日常生活における着実な取組と国際協力により積極的に推進されなければならない。

・平成１１年に策定した環境基本計画では、「循環を基調とし、恵みの豊かな自然と共生できる

快適な社会の構築」を目指し、「循環社会」、「自然共生」、「快適な環境」、「参加・行動」、「地

球環境・国際交流」の５つの目標を提示。

・その後、環境を取巻く状況の変化を反映し、平成１７年２月に基本計画を改定。

・理念部分の「基本計画」と具体的な推進策や数値目標を記載した「実行計画」に分離した。
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２ 基本計画の沿革

平成 ８年１０月 鳥取県環境の保全及び創造に関する基本条例制定

平成１１年 ３月 「鳥取県環境基本計画」を策定

平成１７年 ２月 「鳥取県環境基本計画」の改定及び実行計画「環境立県アクションプロ

グラム」を策定

平成２０年 ５月 「環境先進県に向けた次世代プログラム」を策定


